
《丹後・地域高規格道路推進協議会定期総会》概要版 

【開催日時】令和５年１０月１５日（日）午後３時００分～午後４時００分 

【開催場所】峰山地域公民館 大会議室（京丹後市峰山町） 

【次  第】１開会 ２会長挨拶 ３来賓挨拶 ４議事 ５概略ルート提示 

６決議(案) ７事業概要説明 ８閉会 

【概  要】 

国会議員、国土交通省近畿地方整備局福知山河川国道事務所長、京都府議会議員、

京都府建設交通部長、京都府丹後土木事務所長を来賓に迎え、協議会関係者２２名

に出席いただきました。議事については、原案どおり可決した。  

 

＜概略ルート提示＞ 

令和元年に当協議会が府に提出した地元希望ルート帯の範囲内で、交通面、環境

面、市街地利用面、社会地域経済面、事業性の観点に基づく幅 200ｍの３案が提示

されました。 

 ・赤ルート 延長は最も長くなるが、残土発生が少ない。  

 ・青ルート 中央を通る。構造物が多く最もコストがかかる。  

 ・緑ルート 生物配慮エリアを通過してしまうが、最も延長が短い。 

今後、国のガイドラインに基づき、これらの案について広く市民の声を聞きなが

ら、ルートの検討が進められます。 
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＜決議（案）＞ 

新型コロナウイルスからの全国的な地域活性化再スタートの時期にあたり、山陰

近畿自動車道の全線整備への更なる加速化を強く求めるため、ミッシングリンクと

なっている大宮峰山インターチェンジから府県境までの全線を令和１０年代に完成

するよう年次計画を立てて早期全線整備を図ることや令和７年度に予定される料金

徴収開始までに網野インターチェンジまでを事業化すること、また、有料事業計画

に基づき、令和８年度までに大宮峰山道路及びアクセス道路を完成することなど、

有料事業化を踏まえ時期的な目途を具体的に示したより強力な要望を決議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


